














                                         








































































































































































































  ①コストを下げること   










































① 常に現地 NGOスタッフが一緒に行動しているため案内してもらえる  
② 村単位での聞き取り調査ということで、徒歩１０分程度の距離を想像 
   ↓ 






① 調査対象地域の抱えている問題は、その地域だけではなく、周辺地域とも深く関わっている  
② 灌漑事業の調査では、ダムから調査対象地域の村まで、水路からインフォーマントである農民
の家までの距離を把握すべき 






























































                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．大学生版フィールドワーク論を！ 
３つの制約の中で起こりうる問題を解決するには時間や資金を増やすか、学生の興味・関心に基
づく見学を減らすしかない。大学生のこうしたジレンマに対して、既存のフィールドワークに関す
る文献では明確な答えは示されていない。ではどうすればいいのだろう。答えを出せるのは大学生
自身である。法政大学では様々な学部で海外フィールドワークが実施されていると聞く。皆、私た
ちと同じようなジレンマに陥っているはずである。そうした経験を互いに学び合い蓄積することで、
「大学生にとってのフィールドワーク論」を作り上げる必要があるだろう。今後の課題としては、
いかに経験を共有し合うことが出来るかという点にあるといえる。たくさんの仲間と多種多様なフ
ィールドワークの経験を大いに共有していきたい。 
①時間：大学生であるために限られている 
②資金：低コストにおさえたい 
③興味・関心：なるべく多くの場所を訪れたい 
期間を延ばすことはできない 
見学地を減らしたくない 
ジレンマ 
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